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豊川市教育委員会生涯学習課 



日時：令和３年３月１０日（水）午後２時３０分 開会 

会場：豊川市音羽文化ホール 大会議室 

 

出席委員（敬称略） 

   会  長    細 野 文 治 

副 会 長    穴 吹 富貴子 

委  員    黒 谷   豪 

委  員    塚 越 京 子 

   委  員    井 上 豊 重 

   委  員    木和田 泰 弘 

委  員    藤 原 利 江 

   委  員    権 田 静 司 

   委  員    柴 田 功 己 

   委  員    中 村 詠 子 

   委  員    片 桐 早奈美 

   委  員    大光明 隆 見 

以上１２名 

 

 ※ 委員１３名のうち、１２名が出席のため、会議開催の定足数である２分

の１以上の出席者を満たしてるため、会議成立。 

 

事 務 局 

   教育長        髙 本 訓 久 

   教育部長       原 田   潔 

   教育部次長      高 橋 純 司 

   中央図書館長     近 藤 慎 一 

   中央図書館主幹    尾 崎 浩 司 

   スポーツ課長     梅 野 忠 彦 

   生涯学習課長     林   弘 之 

     〃  課長補佐  高 垣 太 一 

     〃  係長    鈴 木 理 之 

     〃  主任    後 藤   弘 

以上１０名 

 

議題 

 １ 令和３年度教育委員会（社会教育）の予算概要（社会教育関係団体補助

事業）及び主要事業について 

 ２ 「第３次豊川市生涯学習推進計画改訂版（最終案）」について 

 ３ 社会教育委員による次期調査・研究テーマ（案）について 

 ４ その他 



（午後２時３０分 開会） 

 

「会長」（あいさつ） 

 

「教育長」（あいさつ） 

 

豊川市社会教育審議会規則第４条に基づき、会長のもとで会議進行。 

 

「事務局」 

・ 令和３年度社会教育関係団体補助事業について生涯学習課長及びスポーツ

課長より説明 

・ 主要事業について資料１により各課長より説明 

 

（委員：発言なし） 

 

「会長」 ご意見がないようですので、原案どおりご了承いただいたものとし

てよろしいですか。 

 

（委員：異議なし） 

 

「会長」 それでは、議題（１）「令和３年度教育委員会（社会教育）の予算概

要（社会教育関係団体補助事業）及び主要事業について」、諮問どおり実施され

ますよう要望いたしまして、本日付けで答申することといたします。 

 

「事務局」 議題（２）「第３次豊川市生涯学習推進計画改訂版（原案）につい

て」資料に基づき説明 

 

「委員」 本計画について、新型コロナウイルス感染症の影響で計画通りに進め

ていくことはできるのか。また、新型コロナウイルス感染症の影響について触

れられていないが、どのような理由なのか。 

 

「事務局」 新型コロナウイルス感染症の影響で様々な状況が変化しており、こ

の計画では触れていないが、明るい未来に向かっていくための内容となってい

る。 

 

「委員」 新型コロナウイルスの影響により、現在における情報発信環境のもろ

さが露呈した。昨年度実施した市民アンケートは、新型コロナウイルスの影響

を受ける前のものであり、今後の調査を実施する可能性についても触れてみて

はどうか。 

 



「事務局」 情報発信については、次の議題にも関連するが、今のご意見は非常

に大切な視点だと考えている。 

 

「委員」 感想だが、人を育てるトップリーダーの育成が今後欠かせないと思っ

ている。 

 

「会長」 他に、ご意見もないようですので、原案どおりご了承いただいたも

のとしてよろしいですか。 

 

（委員：異議なし） 

 

「会長」 それでは、議題（２）については、原案どおり了承することとしま

す。 

 

「事務局」 議題（３）「社会教育委員による次期調査・研究テーマ（案）につ

いて」資料に基づき説明 

 

「委員」 さまざまな方法で情報発信していくことは重要であるが、情報を受け

る側の研究も必要であると考える。 

 

「委員」 高齢者も最近はスマートフォンを持っている方が増えているが、使い

方がわからない方が多い。本日の新聞で愛知県の取り組みとして、スマートフ

ォンなどの操作に詳しい高齢者を「デジタルサポーター」として登録し、市町

村に派遣する制度を翌年度から始めるとの記事があった。ＩＣＴを活用した情

報発信にはこのような取り組みが必要であると思われる。 

 

「委員」 地域のコミュニティバスを利用促進し、車の運転ができなかったり、

車を所持していない方が気軽に社会教育施設等に出かけることができる環境も

重要である。 

 

「事務局」 来年度よりＧＩＧＡスクール構想として、豊川市内小中学校にタブ

レット端末等を設置するよう準備を進めている。今後、子ども達がＩＣＴ端末

の使用になれれば、同居している家族に教えることができ、高齢者であっても、

生涯学習等に関する情報を活用できる環境が整っていければと思っている。 

 

（委員：その他発言・異議なし） 

 

「会長」 それでは、社会教育委員による次期調査・研究テーマ については原

案のとおり可決いたします。 

 つづきまして議題（４）その他について、事務局から何かありますか。 



 

「事務局」 その他事務連絡はなし。 

 

「会長」 事務局からは特にありませんが、委員の皆様で意見等はありませんか。 

 

（委員：意見等なし） 

 

「会長」 特にご意見もございませんので、議題（４）その他を終了いたします。

それでは、令和２年度第３回社会教育審議会を終了させていただきます。皆様、

ありがとうございました。 

 

 

（午後３時３０分 閉会） 


